
日頃よく飲む薬について、
皆さんはどのくらい理解していますか？　
最近はこれまで病院でしか処方されていなかった
薬が次々と市販薬になっていて、
病院に行かなくても手に入るようになりました。
自分で薬を自由に選べるからこそ、
正しい知識と理解が必要です。

薬との付き合い方、
病院に行かない選択肢

　最近は、これまで病院でしか処方されていなかった薬が市販薬になった「スイッチＯＴＣ医薬品」が多くなってきま
した。これは「市販薬として購入できるけれど、中身は病院の処方と同じ成分が入った薬」です。患者さんの中には、「病
院でもらう薬の方が、ドラッグストアで買う薬よりも効く」と信じている人もいますが、必ずしもそうではありません。
　例えば以前は医師の処方のみだった解熱鎮痛薬「ロキソニン」は、２０１０年にスイッチＯＴＣ医薬品に承認され、翌年
には市販薬「ロキソニンＳ」としてドラッグストアでも買えるようになりました。ほかにも多くの医師の処方薬が、次々と
スイッチＯＴＣ医薬品に転換されています。ただ安全性などの観点から「要指導医薬品」「第１〜３類医薬品」に分類され
ていて、購入の際は薬剤師や販売者から薬の説明が義務付けられているものもあります。

　ＯＴＣ医薬品が増えてきたこともあって、風邪や花粉症などの軽症であれば病院に行かないで自分で市販薬を内服す
る選択肢もあります。「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な体の不
調は自分で手当てする」。つまり、軽微な症状に対しては、市販薬を
自分で買って手当てするケースもあります。こういう動きをセルフ
メディケーションといい、例えば、花粉症の治療薬の多くも薬局で
購入できます。
　薬剤師のいる薬局なら、質問すれば最適な薬を選んでくれたり、
相談に乗ってくれたりする所もあります。できれば近所に、そのよ
うなアドバイスをもらえるかかりつけ薬局（薬剤師）を日頃から決
めておくといいでしょう。
　もちろんセルフメディケーションで症状が改善しない場合は、速
やかに医師の診断を受けるべきです。その際、症状の経過や飲んだ
薬を正しく伝えられるようにしておきましょう。

　風邪をひいて内科を受診したら、解熱鎮痛剤にせき止め、痰
たん

を切る薬や喉の痛みに効く薬、胃粘膜を守る薬……など、
何種類もの薬が処方された経験はありませんか？　そのとき「たくさんもらった」ことで安心したり、逆に種類の多さと
量に困ってしまい、結局「指示通り飲まなかった」という人もいるのではないでしょうか。
　薬は病気やけがの症状を緩和したり痛みを取り除いたりというメリットがありますが、たくさん飲むほど「効果が出る」
わけではなく、デメリットもあります。
　過剰に怖がる必要はありませんが、薬には「副作用」もあります。例えば風邪薬などでは、飲むと眠くなる場合があり
ますが、これも薬の副作用の一つです。人によっては特定の薬剤にアレルギーが出ることもあり、発疹が出たり、まれに
重症化すると喉の粘膜が腫れて呼吸困難になったり、血圧が下がって循環不全を起こし、死亡するリスクもゼロではあり
ません。飲む前から副作用のリスクを必要以上に怖がる必要はありませんが、薬疹（薬剤が原因で皮膚や粘膜に発疹など
の症状が出ること）と診断されたら、医師の指示の下で速やかに内服を中止する必要があります。
　また薬の種類が多く、１回に飲む量やタイミングが薬によって違う場合、飲み間違いや飲み忘れのリスクも高まります。
加えて多くの薬を服用することのストレスや経済的負担も考えられます。
　複数の病院を受診し、それぞれで薬を処方されている場合は、患者さんが他院で処方された薬を自己申告しないと、重複し
た薬が出される可能性もあります。高血圧などの内科疾患に対して、処方が重複してしまうと、かえって健康を損ねる恐れも
あります。

正しい薬との付き合い方は、適切な種類、適切な
分量を、適切なタイミングで飲むこと。最近では、
薬局で、処方された薬が適切か、薬剤師がお薬手帳
を含めて確認することが多くなっています。「お薬
手帳」や「かかりつけ薬局」をつくることは、重複
処方を防ぐことにつながります。また、今後「マイ
ナ保険証」が一般的になれば、複数の病院を受診し
ても、各病院の処置や処方された薬の情報が共有さ
れるので、情報が反映されるまでのタイムラグはあ
りますが、薬の重複防止が期待されます。

とはいえ、私たちは自分の飲んでいる薬について、
人任せにせずに理解することが大切です。不安や疑
問に思うことを医師や薬剤師に聞いて確認すること
は、医療リテラシーを高めることにつながります。

薬はたくさん飲むほど「よく効く」わけではない

自分で不調を手当てするセルフメディケーション

スイッチＯＴＣ医薬品なら医師の処方薬と同じ効果

■要指導医薬品　
初めてOTC医薬品になったものや、リスクが高いと考えら
れた薬で、薬剤師との対面販売が必要。
（内臓脂肪減少薬オルリスタット、鎮痛・抗炎症薬ナプロキ
センなど）

薬の分類 箱や容器への記載が義務付けられています

副作用などの点で、安全性上特に注意を要するもの。薬剤
師から購入可能で、書面での情報提供義務がある。
（解熱鎮痛薬ロキソニン内用薬、胃薬ガスターなど）

副作用などの点で、安全性上注意を要するもの。薬剤師お
よび登録販売者からの購入が可能。販売者からの説明が
努力義務になっている。
（花粉症治療薬アレグラ、アレジオンなど）

第１、２類以外の薬品で、販売者からの説明の義務はない。
（ビタミン剤や一部の整腸薬・点眼薬で比較的リスクの低
いもの）

■一般用医薬品
第１類医薬品

第2類医薬品

第３類医薬品
「スイッチOTC医薬品」とは…　
「OTC」とは「Over The Counter（オーバー・ザ・カウンター）」の略で、
薬局やドラッグストアなどで処方箋なしで購入できる医薬品を指します。「ス
イッチOTC医薬品」は、これまで病院でしか処方されていなかった薬を市
販薬（OTC医薬品）に転用（スイッチ）した医薬品です。

高めよう
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もう惑わされない！
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